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ご要望・ご意見等ございましたら、「診療所の先生方の声」として地域医療連携課までお寄せください。  

TEL／086-235-8555 FAX／086-235-8556  e-mail／renkei@okayama-med.jrc.or.jp 

研修会・カンファレンスのご案内 

日時・会場 名称 演題・演者等 

令和7年3月5日(水) 
 19：00 ～ 19：20 
 岡山赤十字病院 
 南館1階 研修室 

(ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ開催) 

第31回 
地域連携パス 
連絡会 

『脳卒中パスについて』 

岡山赤十字病院 脳卒中科部長     岩永 健 

『大腿骨頚部骨折パスについて』 

   岡山赤十字病院 第二整形外科副部長 
 （兼）リハビリテーション科副部長  上甲 良二  

令和7年3月5日(水) 
 19：30 ～ 21：00 
 岡山赤十字病院 
 南館 1階 研修室 

(ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ開催) 

第92回 
岡山赤十字病院 

病診連携研修会 

テーマ『血液疾患領域における病診連携の現状』 

講演1『当院の骨髄異形成症候群と急性骨髄性白血病の診療』 

岡山赤十字病院 第二血液内科部長  新谷 大悟 

講演2『当院の悪性リンパ腫の診療』 

 岡山赤十字病院 院長補佐・がんセンター長 
 （兼）第一血液内科部長 藤井 総一郎 

《生涯教育カリキュラム(1.5単位)： 12:地域医療(1.0) 
 0:最新のトピックス・その他(0.5)》 

令和7年3月15日(土) 
 14：00 ～ 15：30 

 岡山赤十字病院 
 南館 1階 研修室 

第23回 
岡山赤十字病院 
市民公開講座 
 

テーマ『当院における血液がんの診療』 

講演1『急性骨髄性白血病診療の今』 

岡山赤十字病院 第二血液内科部長  新谷 大悟 

講演2『悪性リンパ腫の診断と治療』 

 岡山赤十字病院 院長補佐・がんセンター長 
 （兼）第一血液内科部長 藤井 総一郎 
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院内Topics ニュース&報告 

社会人１年生はいかがでしたか？（看護師、診療放射線技師） 

 社会人になって気づけば1年が経とうとしています。最初は看護師という立場ではじめて行う検査や処
置ばかりで、自分が思うような看護が行えず、悔しい思いをする事もありました。しかし、先輩方の温か
いサポートとともに、日々勉強･実践を重ねることで、少しずつ出来なかった事もできるようになり、やり
がいを感じるようになりました。また、患児さんやご家族の方と関わっていく中で、日々回復していく様子
や患児さんの笑顔、ご家族・患児さんからの感謝の言葉に励まされ、 
頑張ろうという気持ちが強くなります。仕事終わりには同期と会話したり、
休日はおうちでゆっくりしたり、旅行に行ったりなどリフレッシュしながら 
過ごしています。 

 そして、程なく社会人2年目になります。まだまだ未熟な部分も多々 
ありますが、これからも日々成長していけるよう頑張っていきたいと思い 
ます！今後ともよろしくお願いいたします☆ミ 

５階西病棟 

発行 岡山赤十字病院 広報委員会 

中国DMAT連絡協議会実動訓練 
 令和6年11月30日から12月1日で中国地区DMAT連絡協議会実動訓練に
参加しました。発災を想定し、病院出発時からEMISを使用しました。災害対策
本部に到着後役割が割り振られます。本部運営の中で搬送調整の役割を担い
ました。参加されている隊員の方々の真剣な眼差しに圧倒されながらも、指導
を頂きながら、自分は何処の指示下で動き依頼さ
れている内容は何なのかを意識して動きました。 

 当院は基幹災害拠点病院です。「災害による重
篤患者の救命医療等の高度の診療機能を有し、
被災地からの患者の受け入れ、広域医療搬送に
関わる対応等を行う」重要な役割です。従事して

いる者としての自覚を持ち、発災時適切な対応ができるよう日々 
意識していきたいです。 

 一年前の元日に能登半島地震が発生しました。勤務中患者さん
の病室で流れてくるニュース映像を見て強く動揺し、防ぎ得る災害
死について考えるきっかけとなりました。当院のDMAT隊員が不足し
ているそうです。自身や家族の生活を守るだけでもままならない日々
ですが、少しの余力を困っている人々への関心にかえ、一緒に活動 
してくれる頼もしい仲間が増えると嬉しいです。 

４階西病棟 金子 善敏   

 社会人になり、今まで以上に“予習” “復習” “よく食べる” “よく寝る”この4つを心掛け、新しい経験
のあふれる毎日を過ごしてきました。１週間がすぐに終わるなあと思うのを毎週繰り返し、あっという間
に2024年が終わろうとしていることに衝撃を受けています。はじめは新しい環境や初めての業務、社会
人として、医療従事者としての責任の大きさに緊張や不安もありました
が、先輩方が日々優しく丁寧に指導してくださるおかげで、よし！頑張ろ
う！と前向きな気持ちで出勤でき、だんだん職場や業務にも慣れることが
できました。これからも日々新しいことを学びながら社会人として、そして
医療従事者として成長できるよう精進していきます。みなさまご指導 
ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします！ 

中央放射線部 


